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PDF No Save・
AJモードの魅⼒
PDFのセキュリティを拡張する
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AJモードのサンプルPDF

特定のURL・パスでしか
開けません。
デスクトップなどに保存されても、再び開く
ことができません。
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AJモード（単独）動作環境
専⽤ビューアは不要

• ＩＥ + Adobe© Reader、もしく
はGoogle Chromeがインストールさ
れていればOK。

・イントラネットでもご利⽤いただけます。
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PC

検索禁⽌機能
リードオンリーにしたい場合（有料オプション）

• 画像ベースのPDFでないのに、本PDF
は検索不能です。

• PDFセキュリティを無視するPDFビューア
やアプリ対策にもなります。
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HTMLモードと併⽤すれば、より強⼒
保存対策の⼆重化

併⽤時の動作環境
• IE/ Firefox（Win ・Mac） / 

Google Chrome（Win ・ Mac） /    
Microsoft Edge / Safari
• モバイル環境（iPhone / Andorid）

併⽤によるメリット
• 保存対策の⼆重化
（仮にHTMLモードのセキュリティを突破され

ても、再び開くことのできない、ただのごみファイ
ル化できます。）
• 動作環境が⼤きく広がります。
• ご予算やお客様システムの要件によっては

PrintScreenキー対策も組み合わせられま
す。
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他社製品との機能⽐較

い く ら ⾼ 度 な セ キ ュ リ テ ィ を 誇 っ て も 、 専 ⽤ ビ ュ ー ア が 必 要 で は 、 導 ⼊ が た め ら わ れ ま す ね 。
P D F  N o  S a v e は 専 ⽤ ビ ュ ー ア 無 し で ご 利 ⽤ い た だ け ま す 。

印刷禁⽌ テキスト・コピー
の禁⽌ 検索禁⽌ PrintSceenキー

対策
専⽤ビューア
の必要性

PDF No Save・AJモー
ド（スタンドアローン版） 〇 〇 × × なし

PDF No Save・AJモー
ド（スタンドアローン版）
＋有料オプション

〇 ◎ ◎ 〇 なし

⼀般的なPDF作成ソフト
△

（印刷禁⽌を無視
するFirefoxでは

問題発⽣）

〇 × × なし

A社 〇 ◎ ? ◎ 必要
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PC
Princesse Corporation

ありがとうございました。
株式会社プランセス

（お電話によるサポートはございません）

support@pdf-nosave.com

https://www.pdf-nosave.com
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	fire_shtml0: 
	ff_shtml0: ただいま、ページを読み込み中です。5秒以上、このメッセージが表示されている場合、Adobe Reader（もしくはAcrobat）のAcrobat JavaScriptを有効にしてください。

Adobe Readerのメニュー：「編集」→「環境設定」→「JavaScript」で設定できます。「Acrobat JavaScriptを使用」にチェックを入れてください。

なお、Adobe Reader以外でのPDFビューアで閲覧されている場合もこのメッセージが表示されます。Adobe Readerで閲覧するようにしてください。

Firefox（Windows・Mac）/ Mac Safariをご利用の場合、他のブラウザ（Microsoft Edge/ Google Chrome/ IE）でアクセスしなおしてください。

また、モバイルブラウザでは閲覧できませんので、お手数ですが、Windows端末もしくはMac端末でアクセスするようにしてください。
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